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Ｊ
Ｒ
西
日
本
Ｓ
Ｃ
開
発
㈱

竹
中

　
　靖

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ア
ー
バ
ン
開
発
株
式
会
社

藤
岡

　秀
樹

Ｊ
Ｒ
バ
ス
中
国
株
式
会
社

酒
井

　俊
臣

株
式
会
社
東
伸
社

井
邉

　
　司

J
R
西
日
本
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ（
株
）

伊
勢

　正
文

森
本

　卓
壽

J
R
西
日
本
京
都
S
C
開
発（
株
）

藤
原

　嘉
人

J
R
西
日
本
不
動
産
開
発（
株
）

伊
藤

　嘉
道

西
日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス（
株
）

北
野

　
　眞

伊
藤

　嘉
道

橋
本

　修
男

三
戸

　尉
行

一
般
社
団
法
人

日
本
鉄
道
車
両
機
械
技
術
協
会

佐
藤

　
　裕

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
文
化
協
会

滝

　
　久
雄 理

事
長

久
保

　公
人

安
田

　一
成

新
宿
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス（
株
）

中
山
弥
須
夫

日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

淺
見

　郁
樹

（
株
）総
合
車
両
製
作
所

照
井

　英
之

仙
建
工
業
株
式
会
社

木
村

　英
明

第
一
建
設
工
業
株
式
会
社

内
田
海
基
夫

日
本
鉄
道
電
気
設
計（
株
）

山
本

　康
裕

Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
株
）

小
川

　一
路

鉄
建
建
設
株
式
会
社

伊
藤

　泰
司

株
式
会
社
新
陽
社

戸
塚

　
　隆

森

　
　
　明

株
式
会
社
交
通
建
設

森
本

　雄
司

公
益
財
団
法
人
鉄
道
弘
済
会

会
長

東
日
本
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

大
内

　
　敦

市
川
東
太
郎

セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
保
障
株
式
会
社

代
表
取
締
役
執
行
役
員
社
長

一
般
社
団
法
人
日
本
交
通
協
会

冨
田

　哲
郎 会

長

株
式
会
社
J－
B
I
S
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

堀
込

　順
一

株
式
会
社
新
大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ア

水
田

　
　整

小
林

　
　卓

三
輪

　正
稔

加
藤

　勇
樹

中
西

　
　豊

伊
藤

　義
彦

（
株
）J
R
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
商
事（
株
）

平
島

　道
孝

（
株
）J
R
西
日
本
交
通
サ
ー
ビ
ス

小
林

　
　聡

株
式
会
社
日
本
旅
行

吉
田

　圭
吾

中
西

　雅
明

株
式
会
社
日
本
線
路
技
術

原
田

　彰
久
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半
田

　真
一

飯
田

　
　聡

和
氣
総
一
朗

J
R
九
州
電
気
シ
ス
テ
ム（
株
）

大
石

　和
弘

福
永

　嘉
之

J
R
西
日
本
電
気
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

三
津
野
隆
宏

小
山

　靖
仁

松
本
喜
代
孝

Ｊ
Ｒ
九
州
建
設
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス（
株
）

矢
田

　栄
一

（
株
）ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
ビ
ル
ト

山
本
靖
一
郎

（
株
）Ｊ
Ｒ
西
日
本
新
幹
線
テ
ク
ノ
ス

牧
原

　
　弘

（
株
）ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本

　
　
　
　
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

江
本

　出
夫

四
国
鉄
道
機
械（
株
）

谷
口

　正
樹

本
四
塗
装
工
業（
株
）

兼
田

　匡
章

小
林

　
　宰

Ｊ
Ｒ
九
州
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

赤
木

　征
二

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

J
R
九
州
駅
ビ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

J
R
九
州
バ
ス
株
式
会
社

野
田

　和
成

（
株
）ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本

　
　
　
　
　
　   

マ
ル
ニ
ッ
ク
ス

福
嶋

　
　圭

四
国
開
発
建
設（
株
）

髙
瀨

直
輝

Ｊ
Ｒ
四
国
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発（
株
）

杉
浦

　崇
史

Ｊ
Ｒ
四
国
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発（
株
）

Ｊ
Ｒ
九
州
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ（
株
）

津
髙

　
　守

J
R
西
日
本
電
気
テ
ッ
ク
株
式
会
社

柴
垣

　明
彦

Ｊ
Ｒ
九
州
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト（
株
）

森

　
　勝
之

𠮷
澤

　
　淳

株
式
会
社

Ｊ
Ｒ
九
州
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

前
田

　勇
人

株
式
会
社
J
R
西
日
本
レ
ー
ル
テ
ッ
ク

髙
橋

　亮
一

野
村

　康
郎

Ｊ
Ｒ
貨
物
ロ
ジ・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

角
谷

　英
彦

Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
テ
ル
ズ
ア
ン
ド
リ
ゾ
ー
ツ
株
式
会
社

2026
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い
な
歯
磨
き
と
定
期
検
診

を
続
け
、健
康
な
日
々
を

積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と

思
う
。

と
い
う
基
本
を
守
り
、歯

を
残
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
思
う
。

現
役
時
代
、食
事
や
飲

酒
の
後
、歯
磨
き
が
お
ろ

そ
か
で
虫
歯
と
な
り
、そ

の
痛
み
で
苦
し
ん
で
、歯

科
医
院
か
ら
歯
磨
き
の
基

本
を
と
こ
と
ん
指
導
し
て

い
た
だ
き
、そ
れ
を
し
っ

か
り
守
っ
て
き
た
こ
と
が

今
回
の
表
彰
と
健
康
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
感
謝
し

て
い
る
。

今
後
も
虫
歯
と
歯
周

病
予
防
の
た
め
、て
い
ね

80
歳
以
上
で
、自
分
の

歯
を
20
本
以
上
保
っ
て
い

る
市
民
27
人
の
代
表
者
と

し
て
、今
回
表
彰
状
を
受

け
取
っ
た
。

「
健
康
長
寿
は
口
か

ら
」と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

全
身
の
健
康
を
守
る
意
味

で
も
、自
分
の
歯
が
20
本

以
上
揃
っ
て

い
る
と
、食

物
を
何
で
も

お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
。
そ
の
た

め
に
は
、食
べ
た
ら
磨
く

山
初
詣
列
車
の
旅
、伊
香

保
温
泉
一
泊
旅
、お
台
場
・

築
地
・
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
駅
な
ど
の
年
2
回
の
ハ

イ
キ
ン
グ
、花
見
、暑
気
払

い
、忘
年
会
、川
口
駅
主
催

行
事
の
お
手
伝
い
等
々
、

1
年
間
忙
し
い
中
で
も
皆

さ
ん
楽
し
く
無
理
の
な
い

範
囲
で
思
い
出
づ
く
り
に

い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
O
B
会
未
入
会

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、ぜ
ひ
検
討
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
人
生
い
く

つ
に
な
っ
て
も
「
今
が
青

春
真
っ
只
中
」で
す
。

医
療
の
進
歩
や
健
康

意
識
の
向
上
に
よ
り
、健

康
寿
命
も
延
び
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
懸

念
さ
れ
る
の
が
、「
体
は

元
気
で
も
、心
は
元
気
で

な
い
」
に
陥
っ
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。

私
が
所
属
し
て
い
る

川
口
支
部
は
、「
一
人
ひ

と
り
が
楽
し

く
魅
力
あ
る

O
B
会
活

動
」
を
合
言

葉
に
、各
種

活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
若
い
小
さ
な
支

部
で
す
が
、発
足
当
時
か

ら
旅
客
・
貨
物
出
身
者
が

半
々
程
度
の
非
常
に
仲
の

よ
い
支
部
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
方
が
色
々
な
分
野
か

ら
集
ま
っ
て
い
る
お
か
げ

で
、各
人
の
強
み
を
活
か

し
、名
所
旧
跡
案
内
、高
齢

者
に
あ
わ
せ
た
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
の
企
画
等
々
、

現
役
時
代
に
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
私
ど
も
会
員
の
た

め
に
発
揮
し
て
、楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

私
自
身
は
妻
を
病
で

亡
く
し
て
15
年
が
経
ち
ま

す
が
、会
員
の
中
に
も
同

じ
よ
う
な
方
や
、妻
を
看

病
す
る
傍
ら
活
動
に
参
加

さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
し
か
し
、皆
さ
ん
行

事
に
参
加
さ
れ
た
時
は
、

現
役
時
代
の
顔
に
戻
り
、

歳
を
忘
れ
て
ひ
と
時
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
ま
さ
に

共
生
の
会
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

川
口
支
部
で
は
、成
田

No.35

①大糸線の駅、長野県北安曇郡小谷村
にあり、近くには白馬乗鞍温泉スキー
場、白馬コルチナスキー場など、多くの
スキー場があります。
②紀勢本線の駅、三重県尾鷲市にあり、
賀田湾の深い入り江を望む高台にあり
ます。駅から徒歩約10分のところに遠
浅で真っ白な砂浜が約1km続く海水浴
場があります。
③片町線（学研都市線）の駅、京都府京

田辺市にあり、近くには駅名となった大学の京田辺キャンパスがあって、通学の大学生で賑わ
います。

④大村線の駅、長崎県佐世保市にあり、太平洋戦争後に中国・東南アジア各地からの復員者・引
揚者がこの駅から専用列車に乗り込みました。上り方の駅は1992年に開業しています。

①～④のヒントからそれぞれ□の中
を駅名で埋め、太線の□に隠されてい
る言葉を答えなさい。

はがきに答えと郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、所属支部、今月
号で良かったと思う記事のタイトルを書いてお送りください。
【宛て先】〒100-0005　東京都千代田区丸の内１－９－１
日本鉄道ＯＢ会連合会本部 鉄道ＯＢ新聞編集部クイズ係
◎締め切り＝3月19日（木）

抽選で
正解者5人に
500円

クオカードを
差し上げます

かあ とら るクイズ

令
和
7
年
度

第
三
回
支
部

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

大
宮
地
本
宇
都
宮
支
部

10
月
2
日
、栃
木
県
高
根

沢
町
に
あ
る
宇
都
宮
ガ
ー
デ

ン
Ｇ
Ｃ
で
宇
都
宮
支
部
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、前
日
の
雨
模
様
と

う
っ
て
変
わ
っ
て
快
晴
、絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
13
人

で
、プ
レ
ー
開
始
に
先
立
ち

集
合
写
真
撮
影
を
行
い
、幹

事
か
ら
競
技
方
法
（
新
ペ
リ

ア
方
式
）
や
ニ
ア
ピ
ン
ホ
ー

ル
等
の
説
明
が
あ
り
、緑
豊

か
な
コ
ー
ス
に
各
組
テ
ィ

シ
ョ
ッ
ト
の
快
音
を
響
か
せ

て
い
き
ま
し
た
。
当
日
の
グ

リ
ー
ン
は
ピ
ン
の
位
置
が
左

右
前
後
に
振
ら
れ
て
い
て
、

皆
さ
ん
苦
戦
の
連
続
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

競
技
終
了
後
は
そ
れ
ぞ

れ
プ
レ
ー
を
振
り
返
り
、言

い
訳
の
連
発
に
終
始
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、ゴ
ル
フ
場

か
ら
キ
ム
チ
の
お
土
産
が
提

供
さ
れ
、恨
み
っ
こ
な
し
で

「
あ
み
だ
く
じ
」に
よ
り
4
人

が
ゲ
ッ
ト
、何
よ
り
も
う
れ

し
い
賞
品
と
な
り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、青
木
会
員

が
ネ
ッ
ト
74
・
6
で
優
勝
、

二
位
は
栁
田
、三
位
に
加
藤

会
員
が
入
り
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、飛
び
賞・ニ
ア
ピ
ン
賞・

大
波
賞
・
小
波
賞
等
で
一
喜

一
憂
の
表
彰
式
と
な
り
ま
し

た
。最

後
に
伊
藤
前
支
部
長

か
ら
「
好
天
の
な
か
開
催
で

き
て
、皆
さ
ん
の
親
睦
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
支
部

活
動
へ
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
」と
の
挨
拶
を
頂
き
、次

回
、令
和
8
年
3
月
開
催
の

参
加
を
お
願
い
し
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
栁
田
孝
人
）

歯
の
長
寿
者
表
彰
を
受
章
し
て

東
日
本
鉄
道
O
B
会
仙
台
地
本
新
庄
支
部　

斎
藤　

俊
治

私
と
鉄
道
O
B
会

東
日
本
鉄
道
O
B
会
大
宮
地
本
川
口
支
部　

鈴
木　

正
男

「
横
浜
市
民

防
災
セ
ン
タ
ー
体
験
」

を
開
催

横
浜
地
本

9
月
26
日
に
横
浜
市
の

「
横
浜
市
防
災
セ
ン
タ
ー
」

で
地
震
・
火
災
体
験
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。【
楽
し

く
学
ん
で
し
っ
か
り
備
え

る
】
を
念
頭
に
置
き
、当
日

は
40
名
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
最
初
は
防
災
シ

ア
タ
ー
で
災
害
の
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
映
像
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
次
に
地
震
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
で
最
大
震
度
７
の
揺

れ
を
体
験
し
、

火
災
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
で
は

消
火
器
を
使
っ

た
消
火
体
験
と

煙
か
ら
の
避
難

行
動
を
体
験
し

ま
し
た
。

大
き
な
地
震

が
起
き
た
ら
落

ち
着
い
て
行
動

す
る
た
め
に
、

そ
の
場
に
あ
る

物
な
ど
で
身
の

安
全
を
確
保
す

る
こ
と
、自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
こ
と
を
改
め
て
学

び
ま
し
た
。
参
加
者
全
員

が
体
験
し
て
良
か
っ
た
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

（
松
田
博
）

投 稿 募 集
「鉄道OB新聞」では、原稿を随時募集しています。「読者のひろば」は
800字程度でテーマは自由、「支部だより」は支部の活動を200～400字
程度でなるべく写真を1枚添えて、所属支部、氏名、年齢、住所、電話番号
を明記して下記宛て先までメールまたは郵送でお送りください。

メールアドレス：toukou@tetsudo-ob-honbu.com
（原稿はwordファイルなど、写真はJPEGファイルなどをＥメールに添付して　
お送りください。添付ファイルの最大容量は合計８メガまでです。）

郵　　送：〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-9-1
　　　　  日本鉄道OB 会連合会本部「鉄道OB 新聞」編集部

「鉄道OB新聞」掲載記事の相互掲載について

本紙掲載記事は、全国の鉄道OB会が発行するOB新聞
または機関誌に転載することがありますので、

予めご承知おきください。
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③

④
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【
天
】

郡　

山　

遠
藤　

恭
子

お
も
む
ろ
に
手
袋
外
し
手
話
の
手
は

改
札
口
に
さ
よ
な
ら
を
す
る

【
地
】

あ
ぶ
く
ま　

佐
藤　

武
雄

わ
が
家
の
盛
衰
視
て
き
し
黒
松
は

四
百
年
の
時
空
を
閉
じ
ぬ

【
人
】 

   

福
知
山　

桐
村　

博
之

走
り
根
に
つ
っ
か
え
転
び
こ
ん
な
こ

と
無
か
っ
た
は
ず
だ
に
や
り
と
笑
う

＝
佳
作
＝

江
戸
川　

小
野
寺
み
さ
の

友
逝
け
り
萬
葉
集
を
貸
し
た
ま
ま
わ

が
師
の
短
歌
載
り
て
ゐ
た
る
を

盛　

岡　

餘
目　

忠
吉

径
で
逢
う
ヤ
マ
ホ
ト
ト
ギ
ス
手
折
り

き
て
花
瓶
に
立
て
て
妻
と
語
ら
ふ

新　

庄　

斎
藤　

俊
治

坂
井
修
一

大
野
征
子

大
沢
美
智
子

坂
井
修
一

大
野
征
子

大
沢
美
智
子

坂
井
修
一

大
野
征
子

大
沢
美
智
子

【
天
】

郡　

山　

遠
藤　

恭
子

淑
気
満
つ
四
股
名（
し
こ
な
）山
持
ち
海

を
持
ち

【
地
】

黒
磯
那
須　

高
久　

巻
江

よ
ろ
づ
屋
に
新
酒
入
荷
と
走
り
文
字

【
人
】

福　

井　

嶋
野　

直
樹

冬
草
や
時
も
小
川
の
流
る
や
う

＝
秀
逸
＝

　
　
　
　

高　

崎　

藤
井　

利
次

山
紅
葉
熊
出
没
に
牛
歩
な
り

　
　
　
　

福
知
山　

石
坪　

徹
郎

色
づ
き
て
葉
隠
れ
柚
子
が
顔
見
せ
る

年
新
た
人
生
百
年
有
難
う

　
　
　
　

香　

川　

森
宗　

一
忠

瀬
戸
芸
術
祭
島
は
オ
リ
ー
ブ
収
穫
期

　
　
　
　

千　

葉　

小
林　

善
治

初
明
り
百
一
歳
を
健
や
か
に

　
　
　

長
野
中
央　

松
本　

宏
要

ま
た
遅
刻
言
ひ
訳
前
の
息
白
し

　
　
　
　

柳　

井　

赤
野　

洋
二

か
る
た
取
り
テ
ー
ブ
ル
に
花
咲
き
に
け
り

　
　
　
　

諏　

訪　

吉
田　
　

廣

ア
ル
プ
ス
や
新
雪
眩
し
天
守
閣

　
　
　
　

加　

茂　

三
村　
　

進

大
根
干
す
納
屋
の
日
陰
の
虫
骸

　
　
　
　

小　

山　

谷
津
田
敏
博

満
月
や
水
面
を
揺
ら
す
風
の
道

　
　
　
　

高　

崎　

保
泉　

初
子

さ
ん
ざ
め
く
光
の
中
に
紅
葉
散
る

幼
い
日
映
画
の
夜
道
ね
ぼ
け
顔
父
が

手
を
ひ
き
家
路
を
急
ぐ

小　

山　

谷
津
田
敏
博

紅
葉
狩
り
山
を
背
負
う
は
妻
と
孫
笑

顔
で
ピ
ー
ス
ス
マ
ホ
に
仕
舞
う

折　

尾　

藤
原　

一
子

新
装
の
遠
賀
駅
ホ
ー
ル
の
Ｊ
Ｒ
祭
ギ

タ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
集
う
人
々

諏　

訪　

小
林　

正
一

毎
日
を
「
轟
け
鉄
輪
」
唱
ひ
つ
つ
ロ
ッ

ト
磨
き
し
若
き
日
は
る
か

氷　

上　

荻
野　

洋
子

山
の
池
の
時
雨
に
隠
る
鸛
黒
い
翼
が

ぼ
ん
や
り
動
く柳　

井　

赤
野　

洋
二

颯
爽
と
姿
勢
正
し
て
弓
を
張
る
的
に

当
た
る
か
矢
に
聞
け
よ
そ
れ
っ

長
野
中
央　

高
木　

敬
介

父
の
背
を
洗
ひ
悩
み
し
幼
少
期
話
す

つ
も
り
が
何
も
言
え
ず
に

前　

橋　

金
子　

侑
司

音
立
て
て
風
吹
く
明
け
を
寒
々
と
野

鳩
の
声
の
く
ぐ
も
り
き
こ
ゆ

福
知
山　

田
中　

一
郎

九
十
年
の
哀
楽
を
抱
き
あ
と
十
年
夢

の
余
白
に
生
き
る
喜
び

長
野
南　

大
導
寺
晴
男

雪
の
日
は
思
う
こ
と
な
く
茫
と
し
て

音
な
き
時
を
妻
と
炬
燵
で

賀　

茂　

三
村　
　

進

手
を
打
て
ば
緋
鯉
寄
り
来
る
里
の
池

落
葉
ハ
ラ
ハ
ラ
冬
の
夕
暮

福
知
山　

片
岡　

新
一

欠
礼
の
ハ
ガ
キ
に
友
を
偲
び
つ
つ
明

日
は
我
が
身
と
背
筋
を
伸
ば
す

諏　

訪　

吉
田　
　

廣

病
室
の
窓
越
し
見
え
る
初
日
の
出
笑

顔
が
戻
り
再
起
を
誓
う

仙　

台　

高
橋　

永
喜

歴
史
か
ら
何
を
学
ん
で
行
く
べ
き
か

自
分
の
こ
と
に
置
き
換
え
て
生
く

香　

川　

中
川　

義
博

晩
秋
の
箸
蔵
寺
参
り
和
ま
さ
れ
山
頂

駅
で
案
山
子
の
迎
え

【
天
】

仙　

台　

髙
橋　

永
喜

し
き
た
り
に
込
め
る
日
本
の
知
恵
袋

【
地
】

香　

川　

中
川　

義
博

廃
屋
に
過
ぎ
し
団
ら
ん
浮
か
ぶ
夢

　
　
　
　

仙　

台　

菊
地　
　

稔

廃
屋
の
柿
ま
た
空
に
捨
て
ら
れ
て

　
　
　
　

香　

川　

中
川　

義
博

鐘
一
つ
撞
い
て
眠
り
の
深
山
去
る

　
　
　

福
知
山　

桐
村　

博
之

老
い
る
と
は
味
の
染
み
た
る
お
で
ん
鍋

＝
佳
作
＝

　
　
　
　

仙　

台　

松
田　

俊
洋

湯
た
ん
ぽ
に
足
寄
せ
合
ひ
し
昭
和
か
な

　
　
　
　

仙　

台　

高
橋　
　

貢

枯
葉
舞
ふ
遠
き
線
路
に
往
時
の
声

新　

庄　

斎
藤　

俊
治

紅
葉
と
舟
唄
さ
え
る
下
り
舟

　
　
　
　

館　

山　

安
西　

賀
弌

脚
立
立
て
踏
む
な
倒
す
な
石
蕗
の
花

　
　
　
　

江
戸
川　

小
野
寺
み
さ
の

【
人
】

賀　

茂　

三
村　
　

進

老
い
の
日
々
今
日
も
ド
キ
ド
キ
セ
ル
フ
レ
ジ

【
客
】

南
仙
台　

郷
家　
　

敏

暑
苦
し
肌
に
絡
ま
る
夏
布
団

【
客
】

小　

山　

谷
津
田
敏
博

幼
児
に
席
を
譲
ら
れ
頬
緩
む

【
客
】

塩　

尻　

明
間　
　

進

一
線
を
越
え
た
言
葉
に
火
種
飛
び

【
客
】

新　

津　

拝
野　

文
雄

お
め
で
と
う
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
済
ま
す
趣
味
の
友

【
客
】

盛　

岡　

餘
目　

忠
吉

子
ら
呉
れ
し
ベッ
ド
で
眠
る
温
か
さ

＝
佳
作
＝　

名　

取　

大
久　

年
美

人
は
皆
願
い
を
胸
に
初
詣

東　

京　

髙
原　

秀
一

出
来
る
こ
と
一
つ
失
い
一
つ
得
る

仙　

台　

菊
地　
　

稔

点
ひ
と
つ
う
っ
て
文
章
理
解
さ
れ

川　

崎　

佐
藤　

正
義

無
駄
に
な
り
ホ
ッ
ト
し
て
い
る
非
常
食

評

荘
厳
な
新
年
の
季
語
を
上
五

に
力
漲
る
新
年
詠
。
相
撲
の
歴
史

は
神
話
時
代
ま
で
遡
る
。
力
士
の

四
股
名
か
ら
思
い
切
っ
て
発
想
を

飛
ば
し
類
想
感
の
な
い
新
鮮
な
一

句
と
な
っ
た
。

評

冬
草
は
寒
さ
の
中
も
青
さ
を

残
し
健
気
に
生
き
、
歳
月
も
小
川

の
よ
う
に
淡
々
と
流
れ
て
い
く
。

私
達
が
当
り
前
と
見
過
ご
し
て
い

る
も
の
を
見
事
に
詩
に
昇
華
し
た

作
者
の
感
性
に
敬
服
し
た
。

評

日
本
に
は
歳
時
記
が
あ
り
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
や
家
庭
に
よ
っ
て
特

色
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、代
々
受

け
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
お
正

月
も
そ
う
で
す
。
下
五
の
知
恵
袋
の

上
に
日
本
を
付
け
る
こ
と
で
巧
み
な

表
現
に
な
っ
て
い
ま
す
。

評

今
、空
き
家
が
多
く
問
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
。
作
者
は
廃

屋
を
見
て
、昔
こ
こ
に
住
ん
で
い
た

評
「
改
札
口
」
と
の
別
れ
は
、鉄

道
や
人
と
の
別
れ
で
も
あ
る
。
手

話
で
は
格
別
の
も
の
が
あ
ろ
う
。

評

四
百
年
と
は
人
間
の
何
代
の

時
間
だ
ろ
う
か
。
す
べ
て
を
知
る

そ
の
黒
松
も
つ
い
に
寿
命
が
来
た
。

評

作
者
は
九
十
五
歳
で
は
じ
め

て
木
の
根
で
転
ん
だ
。「
に
や
り
と

笑
」
っ
た
と
は
何
と
も
力
強
い
。

諏　

訪　

吉
田　
　

廣

初
日
の
出
幸
せ
祈
り
お
福
分
け

福
知
山　

田
中　

一
郎

旬
の
実
り
秋
の
余
白
に
腰
据
え
る

海　

匝　

勝
又　

康
之

底
抜
け
に
明
る
い
妻
は
常
備
薬

長
野
北　

桜
井　

章
一

妻
の
風
邪
も
ら
い
熱
燗
飲
ん
で
寝
る

長
野
中
央　

髙
木　

敬
介

診
察
の
異
常
無
し
聞
き
足
軽
い

徳　

山　

重
広　

秀
雄

お
年
寄
り
今
日
も
小
路
へ
知
恵
を
撒
く

舞　

鶴　

松
宮　

宏
昌

な
ぜ
書
い
た
自
分
を
見
た
い
日
記
帳

福
知
山　

片
岡　

新
一

あ
く
せ
く
と
も
が
き
過
ご
し
て
こ
ん
な
齢

評

人
口
は
減
少
の
一
方
で
地
方

の
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
。
よ
ろ

ず
屋
が
健
在
な
の
は
有
難
い
。
通

り
掛
り
の
店
先
に
新
酒
入
荷
の
張

り
紙
を
見
た
。
走
り
文
字
を
捉
え

た
の
は
俳
人
の
目
で
あ
る
。

で
あ
ろ
う
家
族
の
団
欒
の
様
子
や

幸
せ
な
日
々
が
目
に
浮
か
び
、う

ら
ぶ
れ
た
家
に
思
い
を
馳
せ
て
い

ま
す
。
共
感
で
き
る
句
で
す
。

評

今
や
ス
ー
パ
ー
は
自
分
で
機

械
を
操
作
で
き
な
い
と
買
い
物
も
出

来
な
く
な
り
そ
う
で
す
。
レ
ジ
の
機

械
の
前
で
う
ま
く
で
き
る
か
ど
う

か
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
操
作
す
る

様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
ア
ナ
ロ

グ
人
間
に
は
住
み
に
く
い
世
の
中
に

な
り
ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
１
月
号

は
５
月
号
・
11
月
号
と
同

様
の
８
ペ
ー
ジ
の
紙
面
構

成
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

紙
面
数
は
少
な
く
な
っ
て

も
、多
く
の
情
報
等
を
掲

載
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
読
者
の

ひ
ろ
ば
」「
支
部
だ
よ
り
」

「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
紹

介
」等
、ご
投
稿
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

11
月
号
で
は
「
2
0
2
4

年
度
O
B
会
員
数
関
係
の

各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
（
そ
の

①
）」を
掲
載
し
ま
し
た
が

（
そ
の
②
）
に
つ
い
て
は
、

５
月
号
以
降
に
掲
載
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。  （
阿
部
）

◇短歌、俳句、川柳とも期間中それぞれの種類ごとに分けたハガキ１枚に1首（句）まで（俳句は当季雑
詠のみ）。未発表の自作に限ります。

◇作品の横に所属支部、氏名（フリガナ）、年齢、住所、電話番号を明記、
　〒100－0005東京都千代田区丸の内1－9－1、日本鉄道ＯＢ会連合会本部　鉄道ＯＢ新聞編集
部へ。

 はがき表面に「短歌」「俳句」「川柳」の種別を赤書きしてください。
◇3月19日締め切り（当日消印有効）。入選作品は5月号に掲載します。
　【天】入選作品には記念品及び掲載紙をお送りします。

クイズあらかると 前回クイズの正解と当選者の発表

前回クイズの正解発表です。答えは「行雲流水」でした。今回の図柄
は保屋野房枝さん（直江津支部）です。正解者の中から抽選により下
記の方が当選されました。おめでとうございます。

●当選者… 豊野勝司（熊本支部）、荒谷浩一（盛岡支部）、宮澤久男（八王子支部）、
富谷隆（立川支部）

　

東
京
城
南
支
部
の
日
帰

り
旅
行
「
Y
O
K
O
S
U

K
A
軍
港
巡
り
等
」
を
10

月
４
日
に
行
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

横
須
賀
駅
前
に
23
名
が
集

合
。
目
前
の
湾
で
は
護
衛

艦
の
デ
ッ
キ
に
白
い
正
装
の

隊
員
が
整
列
し
た
観
閲
出

発
式
の
最
中
で
あ
っ
た
。

多
く
の
方
が
見
物
し
手
を

振
って
い
た
。
若
干
の
曇
天

な
が
ら
、湾
沿
い
の
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
公
園
で
は
写
生
す
る

方
々
も
多
か
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、横
須
賀
軍

港
前
の
商
業
ビ
ル
内
の
予

約
し
た
店
で
、軍
艦
カ
レ
ー

等
と
ワ
イ
ン
で
昼
食
懇
親

会
を
楽
し
ん
だ
。
船
着
き

場
で
は
パ
ラ
パ
ラ
小
雨
が

降
って
い
た
。

　

人
気
の
Y
O
K
O
S
U

K
A
軍
港
巡
り
は
、観
光
バ

Y
O
K
O
S
U
K
A

軍
港
巡
り
か
ら

ド
ブ
板
通
り
散
策

東
京
地
本
東
京
城
南
支
部

ス
で
来
た
団
体
の
方
も
い
て

満
員
運
行
で
あ
っ
た
。
ガ

イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
右
見
た
り
左
見
た

り
で
、米
国
の
軍
艦
・
潜
水

艦
な
ど
や
、日
本
の
自
衛
隊

の
護
衛
艦
・
潜
水
艦
・
病

院
船
な
ど
、艦
種
ご
と
の
特

徴
や
利
用
方
な
ど
が
説
明

さ
れ
た
。
寄
港
中
の
外
国

軍
艦
も
停
泊
し
て
い
た
。

な
お
、秘
密
保
持
も
あ
り
、

船
の
入
港
日
・
出
港
日
・

時
刻
・
行
き
先
は
説
明
で

き
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

約
45
分
間
の
港
内
巡
り
を

終
わ
り
、下
船
直
後
に
集

合
写
真
を
撮
影
し
た
。

　

そ
の
後
、歩
い
て
近
く
の

ド
ブ
板
通
り
へ
向
か
っ
た
。

京
急
汐
入
駅
近
く
の
「
ド

ブ
板
通
り
」
は
、戦
後
の
米

国
兵
の
お
土
産
品
「
ス
カ

ジ
ャ
ン
（
横
須
賀
ジ
ャ
ン

パ
ー
）」
を
は
じ
め
、戦
後
カ

ル
チ
ャ
ー
と
港
町
グ
ル
メ
が

楽
し
め
る
。
ほ
か
に
は
見

ら
れ
な
い
雰
囲
気
の
横
文

字
の
多
い
街
路
だ
っ
た
。

　

ド
ブ
板
通
り
入
口
で
解

散
し
、散
策
、買
い
物
、食
事

な
ど
自
由
行
動
ま
た
は
帰

宅
と
し
た
。
雰
囲
気
を
楽

し
む
、買
い
物
を
楽
し
む
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
で
、帰
路
に
途

中
下
車
し
て
グ
ル
ー
プ
懇

親
会
も
楽
し
ん
だ
。

（
山
本
豊
治
郎
）

11月1日付の「鉄道OB新聞」記事の一部に記載に誤り
がありました。
・３面「2024年度OB会員数関係の各種ランキング（そ
の①）」中、「2　2024年度の１年間に、入会者数（転入者を
除く）の多かった地方本部、支部のベスト10」にある「②支
部ベスト10」表外記載の「（注）ジェイアール東日本都市開
発は、2024年度に新規に設立した支部」の表記を削除し
ます。
【理由】2024年度に新規に設立された支部の名称は

「ジェイアール東日本企画支部」であり、支部名の誤りの
ほか上記の表とは関係のない内容であることから、お詫
びして、削除訂正いたします。

●お詫びと訂正


